
職
指
導
、
修
学
指
導
、
学
生
の
自
主
的
活
動
及
び
学
生
関
係
施
設
に

つ
い
て
改
善
方
策
を
述
べ
て
い
る
。

学
生
相
談
に
関
す
る
廣
中
レ
ポ
ー
ト
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

（
一
）
学
生
相
談
の
現
状

平
成
一
一
年
の
文
部
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
大
学
全
体
の
九
二
・

三
％
に
学
生
相
談
の
機
能
を
有
す
る
機
関
（
学
生
相
談
機
関
）
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

学
生
相
談
の
件
数
が
「
近
年
増
加
し
て
い
る
」
と
す
る
大
学
が
六

一
・
七
％
を
占
め
る
。
学
生
相
談
機
関
を
設
置
し
て
い
る
大
学
の
う

ち
六
六
・
四
％
の
大
学
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
置
い
て
い
る
が
、
常
勤

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
二
一
・
三
％
に
と
ど
ま
る
。

（
二
）
今
後
の
改
善
策

①
学
生
相
談
の
捉
え
直
し

学
生
相
談
機
関
は
問
題
の
あ
る
一
部
の
学
生
が
行
く
と
こ
ろ
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
根
強
い
。
今
後
は
、
学
生
相
談
の
機
能
を
学
生
の
人

間
形
成
を
促
す
も
の
と
し
て
捉
え
直
し
、
大
学
教
育
の
一
環
と
し
て

位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

②
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
充
実

学
生
相
談
件
数
の
増
加
に
伴
い
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機
能
の
強
化

を
図
る
た
め
人
的
充
実
が
必
要
。
専
門
的
な
技
能
を
有
す
る
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
の
充
実
や
、
可
能
な
限
り
常
勤
（
専
任
）
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
学
生
相
談
に
応
じ
る
こ
と

は
全
て
の
教
職
員
の
基
本
的
責
務
と
い
う
認
識
が
重
要
。

③
学
生
相
談
機
関
と
学
内
外
の
諸
機
関
と
の
連
携
強
化

学
生
相
談
担
当
者
の
意
見
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
適
切
に
大
学
の
教

職
員
に
伝
わ
り
、
か
つ
、
大
学
運
営
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
整
え

る
。
ま
た
、
地
域
や
医
療
機
関
と
の
柔
軟
か
つ
迅
速
な
連
携
体
制
の

整
備
を
図
る
。

④
「
何
で
も
相
談
窓
口
」
の
設
置

学
生
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
る
全
学
的
な
「
何
で
も
相
談
窓
口
」

を
設
け
、
基
本
的
な
相
談
に
応
じ
つ
つ
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
適
切

な
学
内
外
の
教
職
員
や
相
談
機
関
を
紹
介
す
る
。

⑤
不
登
校
へ
の
対
応

不
登
校
学
生
の
修
学
状
況
を
把
握
し
た
上
で
き
め
細
か
な
相
談
・

援
助
を
行
う
。

二
最
近
の
学
生
相
談
の
現
状

廣
中
レ
ポ
ー
ト
以
降
、
学
生
の
多
様
化
は
更
に
進
み
、
学
生
支
援

の
重
要
性
は
益
々
高
ま
っ
て
い
る
。

機
構
が
平
成
一
七
年
一
一
月
に
全
国
の
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
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平
成
一
九
年
三
月
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
機
構
）

は
、
「
大
学
に
お
け
る
学
生
相
談
体
制
の
充
実
方
策
に
つ
い
て
―

『
総
合
的
な
学
生
支
援
』
と
『
専
門
的
な
学
生
相
談
』
の
『
連
携
・

協
働
』
―
」（
報
告
書
）
を
公
表
し
た
。

こ
の
調
査
研
究
の
目
的
は
、
最
近
の
学
生
相
談
件
数
の
増
加
や
複

雑
化
の
中
、
大
学
の
学
生
相
談
体
制
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
、
各
大
学
が
相
談
体
制
の
整
備
・

充
実
を
図
る
際
に
参
考
と
な
る
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
調
査
研
究
の
背
景
に
つ
い
て
述
べ
る
。
先
ず
、
そ
の

出
発
点
と
な
っ
た
平
成
一
二
年
の
「
廣
中
レ
ポ
ー
ト
」
か
ら
学
生
相

談
に
係
る
提
言
を
紹
介
す
る
。
次
に
、
増
加
・
複
雑
化
傾
向
に
あ
る

最
近
の
学
生
相
談
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
、
最
後
に
本
調
査
研
究
会

の
検
討
の
経
緯
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

な
お
、
公
表
内
容
に
つ
い
て
は
、
四
七
頁
以
下
を
ご
参
照
願
い
た

い
。

一
「
廣
中
レ
ポ
ー
ト
」
と
学
生
相
談

平
成
一
二
年
六
月
、
文
部
省
内
に
設
置
さ
れ
た
「
大
学
に
お
け
る

学
生
生
活
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究
会
」
（

座
長

：

廣
中
平

祐
山

口
大
学

長
）
（
当

時
）
は
「
大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
充
実
方
策

に
つ
い
て
（
報
告
）
―
学
生
の
立
場
に
立
っ
た
大
学
づ
く
り
を
目
指

し
て
―
」（
廣
中
レ
ポ
ー
ト
）
を
取
り
ま
と
め
た
。

廣
中
レ
ポ
ー
ト
は
冒
頭
で
、
昭
和
三
三
年
の
学
徒
厚
生
審

議
会
答

申
で
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
大
学
の
正
課
外
教
育
へ
の
取
組
が
遅
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
今
後
の
大
学
の
あ
り
方
と
し
て
「
教
員
中

心
の
大
学
」
か
ら
「
学
生
中
心
の
大
学
」
へ
の
視
点
の
転
換
を
提
言

し
た
。
学
生
へ
の
指
導
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
学
生
相
談
、
就
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な
ぜ
、
今
、
大
学
に
お
け
る
学
生
相
談
体
制
の
充
実
な
の
か
―
調
査
研
究
の
背
景

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
学
生
生
活
部



フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
）
」
、
「
修
学
上
の
問
題
」
、
「
進
路
・

就
職
」、「
発
達
障
害
」
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

三
調
査
研
究
の
経
過

（
一
）
調
査
研
究
会
の
設
置

以
上
の
よ
う
に
、
学
生
相
談
の
件
数
が
増
加
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
内
容
の
複
雑
化
が
進
ん
で
お
り
、
学
生
支
援

の
基
盤
と
し
て
、
大
学
に
お
け
る
学
生
相
談
体
制
の
充
実

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
機
構
は
、
平
成
一

七
年
一
〇
月
、
学
生
相
談
の
専
門
家
を
中
心
と
し
た
「
大

学
に
お
け
る
学
生
相
談
体
制
の
整
備
に
資
す
る
調
査
研
究

会
」
（
名
簿
は
五
四
頁
参
照
）
を
設
置
し
、
検
討
を
開
始

し
た
。

（
二
）
検
討
の
経
緯

調
査
研
究
会
は
約
一
年
半
に
わ
た
り
検
討
を
行
い
、
本

報
告
書
を
取
り
ま
と
め
た
。
研
究
会
は
計
七
回
開
催
さ
れ
、

別
に
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
会
合
が
四
回
実
施
さ
れ

た
。
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特に増加していると思われる相談内容（５年前比、３つまで複数回答可）表３

専
門
学
校
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

学
生
相
談
の
現
状
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
一
）
五
年
前
と
比
較
し
た
学
生
相
談
の
状
況

（
表
１
、
２
）

学
部
生
に
つ
い
て
、
五
年
前
と
比
べ
て
、
相

談
が
「
増
加
傾
向
」
に
あ
る
と
回
答
し
た
大
学

が
六
一
・
七
％
に
上
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
学

院
生
に
つ
い
て
、
国
立
大
学
で
は
「
増
加
傾
向
」

が
六
三
・
三
％
に
上
っ
て
お
り
、
大
学
全
体
で

も
「
増
加
傾
向
」
は
三
四
・
九
％
で
あ
る
。

学
部
生
・
大
学
院
生
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ

る
と
回
答
し
た
大
学
等
は
五
％
未
満
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
大
学
等
で
学
生
相
談
が
増
加
あ
る

い
は
横
ば
い
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）
特
に
増
加
し
て
い
る
相
談
内
容
（
表
３
）

五
年
前
と
比
べ
て
、
特
に
増
加
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
相
談
内
容
は
、「
対
人
関
係
（
家
族
・

友
人
・
知
人
・
異
性
関
係
）
」
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
精
神
障
害
（
神
経
症
ま
た
は
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
、
躁
鬱
（
そ
う
う
つ
）
病
、
統
合
失
調
症
等
）」、

「
心
理
・
性
格
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
セ
ル
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学部生の近年の学生相談の状況（５年前比）表１

大学院生の近年の学生相談の状況（５年前比）表２



調
査
研
究
は
、
廣
中
レ
ポ
ー
ト
か
ら
一
歩
踏
み
込
み
、
学
生
相
談

を
中
心
と
し
た
観
点
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
報
告
に
つ
い
て
は
「
廣
中

レ
ポ
ー
ト
」
を
継
承
し
つ
つ
、
「
総
合
的
な
学
生
支
援
」
、
「
専
門
的

な
学
生
相
談
」、「
連
携
・
協
働
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
学
生
相

談
体
制
の
充
実
に
関
し
て
具
体
化
し
た
内
容
と
し
た
。

検
討
に
当
た
っ
て
配
慮
・
工
夫
し
た
こ
と
と
し
て
、
①
で
き
る
だ

け
図
表
を
挿
入
し
、
わ
か
り
や
す
い
報
告
書
を
目
指
し
た
こ
と
、
②

国
内
外
の
大
学
の
事
例
を
紹
介
し
た
こ
と

：

東
北
大
学
、
名
古
屋
大

学
、
広
島
大
学
、
国
際
基
督
教
大
学
、
立
教
大
学
、
甲
南
大
学
、
広

島
経
済
大
学
、
米
国
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
、
英
国
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
、
③

学
生
支
援
・
学
生
相
談
の
日
米
比
較
な
ど
海
外
の
状
況
に
つ
い
て
も

調
査
研
究
に
盛
り
込
ん
だ
こ
と
、
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

調
査
研
究
に
お
け
る
議
論
の
詳
細
は
下
記
の
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
報
告
書
が
大
学
等
に
お
け
る
学
生
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
際

の
参
考
と
し
て
活
用
さ
れ
、
大
学
等
の
独
自
性
を
活
か
し
た
学
生
支

援
及
び
学
生
相
談
体
制
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

本
調
査
研
究
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
座
長
の
苫
米
地
委
員
、
副

座
長
の
齋
藤
委
員
は
じ
め
調
査
研
究
会
委
員
各
位
に
ご
熱
心
な
検
討

を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

【
本
報
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